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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 浜中　トキエ様の家族面談はご家族の都合により延期となっています。日時は未定です。

再度、ご家族より希望日の連絡が入る事となっています。

・上野　眞二様　　　発熱あり。解熱鎮痛剤（カロナール　3T　）毎食後　3日分　と解熱鎮痛剤　の坐薬（アンヒバ）処方となり挿入しています。

　　　　　　　　　　　　　昨日22：30　体温39.1℃まで上昇されています。水分補給と食事摂取等栄養補給を行ないましょう。痰鳴もみられるので、タッピング等で排痰促しましょう。又、臀部に褥瘡形成見られています。車椅子で座ったままの同一体位でいる時間が長くならないように、生活技能訓練が終了した後は、ベッドで臥床して頂きましょう。

・鳥喰　經三様　　　　両足の浮腫に対し、利尿剤継続処方となっています。

　　　　　　　　　　　　　

・市橋　ヒデ様　　　　抗精神病薬　レボトミン（5）　1/2T　1×朝食後　臨時処方となっています。

　　　　　　　　　　　　　徘徊激しく、援助時の粗暴的となる事多いため。

・大平　よし様　　　　抗精神病薬　レボトミン（5）　1/2T朝・夕食後　副作用止め目的で抗パーキンソン剤（タスモリン）1T　朝食後　　臨時処方となっています。

　　　　　　　　　　　　　昼夜問わず徘徊激しく見られる為。

・相内　ノブ様　　　　抗精神病薬　（リスパダール（1））　1/2T　朝・夕　食後

　　　　　　　　　　　　　催眠鎮静剤　ユーロジン（2）　1/2T　就床前　臨時処方となっています。

　　　　　　　　　　　奇声発すること多く、落ち着かない為。

＜千葉　良Drより＞

· 相内　ノブ様　奇声発する事多くなっています。夜間も睡眠取れるように抗精神病薬、催眠鎮静剤増量しましたので、就床前薬服用後のトイレ誘導時等ふらつきが出てくる可能性があるので見守り、又は介助を十分に行い転倒などのないように気をつけて下さい。環境調整していきましょう。

・　大平よし様、　市橋ひで様　徘徊激しく、市橋ひで様は援助時粗暴的となる事ある為、抗精神病薬増量しています。　眠気が出てくると思われます。ふらつきが出てくる可能性もあるので、見守りを十分に行って下さい。

· 高森　清八様の栄養チューブは、チューブの止め方に工夫が必要です。手でとれないようチューブが出ないようにピッタリとテープで止めたところ自己抜去しなくなったので、このまま続けて下さい。ただし、テープかぶれをおこさないように、テープを貼る位置は、毎日ずらしてください。

・　　南　市三郎様　　現在ベッド上寝たきりの状況です。ご家族が於本病院に入院出来るかどうか相談にいかれるそうです。

・　三浦　一男様　　　出来るだけ話し掛け、言葉を出させるようにしていって下さい。

・　槇　　滋様　　　　　大声で怒鳴る事が多いようです。続くようであれば服薬での調整も検討して

　　　　　　　　　　　　　いきたいと思います。

・北山　和子様　　　　大声で話し続けたりと興奮気味です。静かな環境を提供してください。

　　　　　　　　　　　　　大声を出しているときなどは、他者と距離をおき刺激を避けてください。

・浜浦　正明様と中川原清美様　トラブルが多いので十分に見守りをして下さい。

＜看護業務改善点の提案＞

· ユニットごとの入浴日を変更してみてはどうか？

現在A・Bユニット　火・木・土　　　　　　　A・Bユニット月・水・金

　　　Ｃ・Dユニット　月・水・金　　　　　　　　C･Dユニット火・木・土

理由・・・月・水・金は16：00～２Ｆ浴室で西病棟の患者様が入浴する為に、それまでには清掃を含めた入浴介助業務を終えておかなければならなく、入浴にあてれる時間が短くなってしまう。

曜日を交換すると、西病棟の入浴時間とはどのユニットも重ならない。

　

